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問　

筑
後
市
に
お
い
て
「
６

次
産
業
化
（
※
）」
と
い
わ

れ
る
取
り
組
み
は
あ
る
の
か
、

現
状
を
お
尋
ね
し
た
い
。

市
長　

本
年
４
月
オ
ー
プ

ン
し
た
「
J
A
よ
ら
ん
野
」

の
中
で
、
女
性
の
皆
さ
ん
が

加
工
品
等
を
作
っ
て
販
売
を

し
て
い
る
も
の
が
「
６
次
産

業
化
」
に
あ
た
る
。

問　

Ｊ
Ａ
の
中
で
加
工
や
、

販
売
に
お
い
て
「
６
次
産
業

化
」
の
事
業
は
生
か
せ
な
い

か
。

農
政
課
長　

支
援
内
容
と
し

問　

本
年
３
月
に
今
後
３
年

間
の
筑
後
市
中
期
財
政
計
画

が
策
定
さ
れ
た
が
、
健
全
化

の
視
点
お
よ
び
財
政
状
況
の

認
識
は
。

市
長　

財
政
健
全
化
計
画
が

一
定
の
成
果
を
あ
げ
た
と
の

考
え
で
あ
る
。
公
債
費
や
人

件
費
な
ど
が
大
き
く
減
少
し

た
が
、
そ
の
他
の
経
費
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
や
、
老
朽

化
し
た
施
設
の
更
新
な
ど
財

政
需
要
は
山
積
し
て
お
り
、

基
金
残
高
も
十
分
で
は
な
く
、

財
政
的
に
余
裕
が
あ
る
状
況

で
は
な
い
。

財
務
体
質
の

　
改
善
が
必
要
で
は

問　

国
の
地
方
交
付
税
等
の

増
額
に
伴
っ
て
一
般
財
源
総

額
は
増
加
し
て
い
る
の
に
、

経
常
収
支
比
率
は
下
が
っ
て

い
な
い
。
財
務
体
質
の
改
善

て
、
地
産
地
消
に
必
要
な
直

売
施
設
、
処
理
加
工
施
設
、

地
域
食
材
の
供
給
施
設
、
集

出
荷
貯
蔵
施
設
、
交
流
施
設

の
整
備
に
対
し
て
の
支
援
が

あ
る
。

筑
後
市
の
震
災
に

対
す
る
考
え
方
は

問　

筑
後
市
内
に
お
い
て
、

行
政
区
あ
る
い
は
、
団
体
・

企
業
等
で
、
震
災
に
対
す
る

訓
練
等
は
実
際
行
わ
れ
て
い

る
の
か
。

地
域
支
援
課
長　

５
つ
の
校

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
う
ち
、

安
全
・
安
心
部
会
、
防
災
班

と
い
う
形
で
、
下
妻
に
お
い

て
は
自
主
防
災
組
織
を
作
ろ

う
と
進
め
て
あ
り
、
古
川
に

つ
い
て
は
、
消
火
栓
の
点

検
、
立
花
町
の
自
主
防
災
組

織
を
呼
ん
で
の
勉
強
会
を
開

催
、
水
田
に
つ
い
て
は
、
安

全
・
安
心
マ
ッ
プ
を
作
ろ
う

と
今
進
め
ら
れ
て
い
る
。

（
※
）
一
次
産
業
従
事
者
が
、

加
工
・
販
売
ま
で
行
う
こ
と
。

を
図
る
べ
き
で
は
。

企
画
財
政
課
長　

健
康
づ
く

り
の
分
野
や
下
水
道
会
計
へ

の
繰
出
し
等
大
き
く
伸
び
て

い
る
が
、
３
年
の
計
画
の
中

で
、
財
務
体
質
改
善
の
努
力

を
し
て
い
き
た
い
。

問　

健
全
財
政
の
た
め
に
も

行
政
評
価
の
本
当
の
意
味
で

の
活
用
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
は
。

企
画
財
政
課
長　

各
事
務
事

業
の
成
果
向
上
の
余
地
、
財

源
投
下
な
ど
の
分
析
を
し
な

が
ら
予
算
編
成
過
程
で
の
活

用
を
し
て
い
る
。
今
後
行
政

評
価
を
わ
か
り
や
す
く
市
民

に
説
明
で
き
る
よ
う
な
検
討

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

筑後市の６次産業化の
取り組みは

　答 推進に力を入れていく

松竹 秀樹 議員

今
の
財
政
状
況
の
認
識
は

答 

余
裕
が
あ
る

　
　
　
状
況
で
は
な
い

冨
安 

伸
志 

議
員

６次産業化により様々な品物が
販売されている（JAよらん野）

健全財政のために
行政評価の活用が今必要では


